
11
201

3  November

平成25年11月平成25年11月
440440



2

　
山
村
町
長
が
平
成
23
年
の
就
任
に
際
し
、

「
新
し
い
坂
城
町
」
を
創
造
し
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
向
け
た
意
見
を
役
場
職
員

全
員
か
ら
募
り
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ

Ｋ
Ｉ
」
と
銘
打
ち
、「
今
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
」

を
合
言
葉
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
３
年
目
を
迎
え
た
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｓ
Ａ

Ｋ
Ａ
Ｋ
Ｉ
」
は
、
今
後
、
目
標
達
成
・
実

現
に
向
け
て
進
め
て
い
く
事
業
（
図
の
上

段
）
と
、こ
の
２
年
間
で
実
現
し
て
き
た
「
実

施
済
み
事
業
」（
図
の
下
段
）
を
整
理
し
、

気
持
ち
を
新
た
に
「
シ
ー
ズ
ン
３
」
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　「
シ
ー
ズ
ン
３
」
で
は
、坂
城
駅
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
設
置
、
南
条
小
学
校
新
校
舎
の
着

工
な
ど
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
度
の
高
い
事
業
の

実
現
に
向
け
て
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、「
実
施
済
み
事
業
」
に
つ

い
て
も
引
き
続
き
進
歩
・
改
善
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　「
新
し
い
坂
城
町
」
へ
の
挑
戦
は
、
こ
れ

か
ら
も
続
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
総
務
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１
（
内
線
２
１
３
）

　
有
線
８
８―

１
０
０
６

※

こ
の
図
の
フ
ル
カ
ラ
ー
バ
ー
ジ
ョ
ン
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
ら
れ
ま
す
。

　http://w
w
w
.tow
n.sakaki.nagano.jp

　図の上段は、今後、目標
達成・実現に向けて取り組
ん で い く 事 業 の 代 表 例 で
す。縦軸の「チャレンジ度」
は、実行・実現のしやすさ

を示し、横軸の「広がり度」は、その「チャ
レンジ」が役場の担当課だけで解決でき
るものなのか、あるいは、役場を超えて、
地域企業や団体、町民の皆さんとともに
取り組むべきものなのかという、その度
合を示しています。
　例えば、右上の「エレベーター  坂城駅
前活性化」は、役場を超え、地域の皆さ
んとの協働により、様々な問題を解決し
ながら実現へと向かうチャレンジです。
　図の下段「実施済み事業」は、これま
での「チャレンジＳＡＫＡＫＩ」の取り
組みにより実現してきた事業です。
　この「実施済み事業」は、事業の実現
という第１段階の目標を達成したもので
すので、今後、更なる進歩・改善に向け
取り組んでいく事業です。

こ の 図 の 見 方 チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ｉ
と
は

チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ｉ

〜
シ
ー
ズ
ン
３
〜

チャレンジ

「新しい坂城町」への挑戦は
3年目（シーズン３）に突入しました！
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新
し
い
南
条
小
学
校
の
校
舎
は
、

現
在
の
校
庭
を
一
部
盛
土
し
て
建
設

す
る
た
め
、
お
お
よ
そ
の
校
舎
配
置

に
あ
わ
せ
、
埋
蔵
文
化
財
の
有
無
と

状
況
の
確
認
を
行
い
ま
す
。
今
後
、

試
掘
の
結
果
に
よ
っ
て
、
必
要
が
あ

る
場
合
は
本
発
掘
調
査
を
実
施
し
ま

す
。

　
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
文
化
課
学
校
教
育
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１

　（
内
線
２
５
１
）

　
有
線
８
８―

１
０
１
２

校
庭
で
は
埋
蔵
文
化
財
の

試
掘
調
査
が
始
ま
り
ま
し
た

　
10
月
17
日（
木
）、
第
５
回
南
条
小
学
校
建
設
委
員
会
（
委
員
長…

長
野
大
学  

安
井
幸
次
教
授
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
ま
と
め
た
６
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
も
と
に
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ

り
選
定
さ
れ
た
㈱
エ
ー
シ
ー
エ
設
計
か
ら
学
校
の
敷
地
計
画
や
校
舎
配
置
な
ど

の
基
本
設
計
が
提
案
さ
れ
、
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
校
舎
の
配
置
は
、
委
員
会
で

検
討
審
議
を
行
い
、
新
し
い
校
舎
は
現
在
の
校
庭
に
建
設
し
、
新
し
い
校
庭
は

現
校
舎
を
解
体
し
た
跡
地
と
す
る
計
画
で
す
。
今
後
、
今
年
度
中
に
実
施
設
計

を
ま
と
め
、
平
成
26
年
度
か
ら
建
設
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

新
し
い
南
条
小
学
校
の
基
本
設
計
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

◆
自
然
を
活
か
し
た
学
校
づ
く
り

 

・
中
庭
に
再
生
木
を
利
用
し
た
デ
ッ
キ

テ
ラ
ス
を
設
置
し
、
児
童
の
交
流
と

活
発
な
野
外
活
動
に
配
慮
す
る
。

 

・
地
元
産
材
を
校
舎
に
活
用
し
、
ぬ
く

も
り
の
感
じ
ら
れ
る
学
校
と
す
る
。

◆
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
学
校
づ
く
り

 

・
南
条
小
学
校
の
特
色
を
生
か
し
た
音

楽
堂
を
設
置
し
、
音
楽
授
業
の
ほ
か

全
校
集
会
な
ど
多
目
的
利
用
を
す
る
。

◆
文
化
・
教
育
の
発
信
地
と
な
る
学

校
づ
く
り

 

・
普
通
教
室
を
従
来
よ
り
大
き
く
し
、

余
裕
の
あ
る
教
室
と
す
る
。

 

・
中
高
学
年
棟
に
は
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
を
設
置
し
、
多
彩
な
学
習

が
可
能
な
場
所
と
す
る
。

 

・
図
書
館
と
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
連
続

さ
せ
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し

て
様
々
な
連
携
を
図
る
。

◆
安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り

 

・
安
全
・
安
心
な
校
舎
と
維
持
管
理

を
考
慮
し
、
コ
の
字
を
基
本
と
し

た
シ
ン
プ
ル
な
校
舎
配
置
と
す
る
。

 

・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
、
車
イ

ス
等
を
使
用
す
る
児
童
へ
の
対
応

を
図
る
。

◆
環
境
に
配
慮
し
た
学
校
づ
く
り

 

・
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
な
が

ら
、
環
境
教
育
に
も
配
慮
す
る
。

◆
地
域
と
共
に
発
展
す
る
学
校
づ
く
り

 

・
社
会
開
放
エ
リ
ア
を
家
庭
科
室
、

保
健
室
、
会
議
室
、
音
楽
堂
、
多

目
的
室
等
と
し
、
災
害
時
の
対
応

を
図
る
。

コ
ン
セ
プ
ト
と
主
な
基
本
設
計

新しい南条小学校を中心としたイメージ図

埋蔵文化財試掘調査の様子



　
袋
い
っ
ぱ
い
に
、
ね
ず
み
大
根

を
収
穫
し
よ
う
！

日
時
　
11
月
16
日（
土
）

　
　
　
　
　
17
日（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所
　
中
之
条
の
坂
城
イ
ン
タ
ー

線
沿
い
の
畑
（
国
道
18
号
か
ら

坂
城
Ｉ
Ｃ
に
向
い
、
右
側
の
畑
）

　※

の
ぼ
り
旗
を
目
印
に
し
て
く

　 

だ
さ
い
。

内
容

　
１
，
０
０
０
円
で
指
定
の
レ
ジ

袋
１
枚
に
大
根
を
詰
め
放
題

　
（
町
内
お
し
ぼ
り
う
ど
ん
店
で

使
え
る
、
お
し
ぼ
り
う
ど
ん
割

引
券
３
０
０
円
相
当
付
き
）

※

先
着
３
０
０
人
又
は
畑
か
ら
大

根
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま

す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
振
興
課
産
業
振
興
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１

　
（
内
線
１
５
２
）

　
有
線
８
８―

１
０
３
６

ず
み
大
根
ま
つ
り（
メ
イ
ン
会
場
）

２
匹
目
の
ね
ず
こ
ん
登
場
！

　巨
峰
ワ
イ
ン
も
販
売
！

　昨年は即日完売と大変好評をいただきまし
た巨峰ワインが、今年は装いも新たに坂城産
巨峰を100％使ったロゼワインとして、町振
興公社から販売されます。
　フルーティーで甘く爽やかな飲み口が特徴
で、女性からも大きな反響をいただいたこと
から、今年は限定2,000本をご用意し
て、11月16日（土）に開催する「ねずみ大根

まつり」の会場とびんぐし湯さん館で同時販
売します。どうぞご期待ください。

日
時
　
11
月
16
日（
土
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所
　
さ
か
き
地
場
産
直
売
所

　
　
　
「
あ
い
さ
い
」

内
容

・
２
匹
目
の
「
ね
ず
こ
ん
」
登
場

　
今
年
、
ね
ず
み
大
根
の
畑
か
ら
２

匹
目
の
ね
ず
こ
ん
が
や
っ
て
き
た

の
で
紹
介
し
ま
す
。
お
披
露
目
の

後
は
、
み
ん
な
で
記
念
撮
影
を
し

ま
し
ょ
う
！

・
お
し
ぼ
り
う
ど
ん
の
振
る
舞
い

・
ね
ず
み
大
根
ほ
か
農
産
物
・
加
工

品
の
販
売

・
お
し
ぼ
り
う
ど
ん
店
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
（
抽
選
で
景
品
プ
レ
ゼ
ン

ト
）

・
お
楽
し
み
抽
選
会
（
当
日
直
売
所

で
１
，
０
０
０
円
お
買
い
上
げ
ご

と
に
１
回
抽
選
）

・
Ｎ
Ｅ
Ｚ
Ｕ―

１
グ
ラ
ン
プ
リ
（
ね

ず
こ
ん
の
起
き
上
が
り
小
法
師
に

挑
戦
）

・
町
振
興
公
社
が
委
託
醸
造
し
た
巨

峰
ワ
イ
ン
の
販
売

ね
　坂
城
町
の
特
産
「
ね
ず
み
大
根
」
は
、
晩
秋
を
彩
る
旬
の
伝
統
野

菜
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
名
物
「
お
し
ぼ
り
う
ど

ん
」
に
欠
か
せ
な
い
素
材
と
し
て
、「
あ
ま
も
っ
く
ら
」
と
し
た
そ
の

味
（
辛
さ
の
後
に
ほ
の
か
に
感
じ
る
甘
さ
）
は
、
町
を
代
表
す
る
味

覚
の
ひ
と
つ
で
す
。

　ま
つ
り
当
日
は
、
恒
例
の
ね
ず
み
大
根
の
収
穫
体
験
や
お
し
ぼ
り

う
ど
ん
の
振
る
舞
い
、
販
売
な
ど
に
加
え
、
ね
ず
こ
ん
の
２
匹
目
が

登
場
し
、
町
振
興
公
社
に
よ
る
巨
峰
ワ
イ
ン
の
販
売
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
坂
城
の
「
ね
ず
み
大
根
」
を
思
い
っ
き
り
堪
能
し
て
く

だ
さ
い
！

ず
み
大
根
収
穫
体
験

ね

◎問い合わせ先
　坂城町振興公社　☎・有線８１－７０００

昨年の収穫体験の様子

ね
ず
み
大
根
ま
つ
り
で
坂
城
の
秋
を
楽
し
も
う
！
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匠
の
ま
ち
「
坂
城
」
の
礎
を
築
き
、

長
野
県
で
唯
一
の
人
間
国
宝
だ
っ
た

故
宮
入
行
平
刀
匠
の
生
誕
百
年
に
あ
た
る
今

年
、
宮
入
刀
匠
の
顕
彰
施
設
と
し
て
誕
生
し

た
鉄
の
展
示
館
に
お
い
て
、
刀
匠
の
製
作
し

た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　坂
城
町
及
び
長
野
県
内
で
宮
入
刀
匠
の
作
品
を
所

蔵
す
る
施
設
や
個
人
か
ら
借
用
し
た
作
品
30
数
点
を
、

昭
和
12
年
か
ら
40
年
間
に
わ
た
る
刀
工
人
生
の
時
代

を
追
っ
て
展
示
し
ま
す
。
鉄
の
展
示
館
と
し
て
は
、

過
去
最
大
規
模
の
宮
入
刀
匠
の
個
展
で
、
作
刀
の
変

遷
を
ご
覧
い
た
だ
け
る
企
画
展
示
と
な
り
ま
す
の
で
、

大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　な
お
、
本
展
及
び
関
連
イ
ベ
ン
ト
は
平
成
25
年
度

文
化
庁
文
化
芸
術
振
興
費
補
助
金
（
文
化
遺
産
を
活

か
し
た
地
域
活
性
化
事
業
）
を
活
用
し
て
行
わ
れ
ま

す
。

期間　11 月２日（土）～ 12月８日（日）
開館時間　午前９時～午後５時
　　　　　（入館は午後４時 30 分まで）
入館料　４００円（中学生以下は無料）

刀

　日本刀の取り扱い方を学び、実際に日本
刀を手に取って、本物の日本刀を鑑賞します。
日時　11 月 17 日（日）
　　　【午前の部】
　　　午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分
　　　【午後の部】
　　　午後 1 時 30 分～ 2 時 30 分
会場　鉄の展示館隣接コミュニティセンター
対象　小学生、中学生とその保護者
参加費　５００円

日時　11 月 10 日（日）、12 月１日（日）
　　　午前 11 時～

　親子で協力しながら、5 寸釘を使って手
作りナイフを作ります。
日時　11 月 24 日（日）
　　　【午前の部】
　　　午前 10 時～ 11 時 30 分
　　　【午後の部】
　　　午後 1 時 30 分～ ３時
会場　鉄の展示館隣接コミュニティセンター
対象　小学生、中学生とその保護者
参加費　５００円

◎問い合わせ先
　鉄の展示館　☎・有線８２－１１２８

▲故宮入行平刀匠

人
間
国
宝  

宮
入
行
平

生
誕
百
年
記
念

鉄
の
展
示
館

5
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　町では、６月から全27区で、ごみの現状と対策、分別など
の説明、懇談を行う「ごみ減量化・資源化懇談会」を計画
し、これまで21区で開催しました。未実施の各区民の皆さん
は、今後、区を通じてお知らせしますのでご参加ください。
　なお、この懇談会の中で、資源として分別されたものがど
のように『リサイクル』されているのかを知ることにより、
「分別の意識が高まり、分別が徹底されるのではないか。」
というご意見をいただきました。そこで、資源物がリサイク
ルで具体的にどんなものに生まれ変わっているのか、主な物
をご紹介します。ごみの資源化が図られるよう、より一層、
分別の徹底をお願いします。

ご み減量化・資源化の懇談会

　町の各家庭から出される資源物は、葛尾組合などに集められ圧縮・梱包の処理（中間処理）などがさ
れ、葛尾組合・町と契約している再資源化事業者によって、破砕・溶解などの処理がされた後、いろいろ
なものに生まれ変わります。

リ サイクルの行方

◎問い合わせ先　住民環境課環境保全係　☎８２－３１１１（内線１２５）　有線８８－１０２５

●透明・茶色のびんは、再
度びんに再生されます。
●その他の色のびんは、細
かく砕いて道路のアス
ファルトに混ぜて使われ
ます。

●砕いて溶解され、
炭化水素油・コー
クス・コークス炉
ガスなどの燃料に
再生されます。

●スチール缶は、建
設材料に再生され
ます。
●アルミ缶は、再び
アルミ缶に再生さ
れたり、自動車の
アルミの部品に再
生されます。

●ペットボトル
に再生された
り、繊維製品
としてフリー
ス・制服・三
角定規などの
文房具に再生
されます。

●新聞・チラシは、
新聞の原料に再生
されます。
●段ボールは、再び段ボールに再生されます。
●雑誌・雑紙は、段ボールの中の波板に再生されます。
●牛乳パックは、ティシュペーパー、トイレットペーパー
に生まれ変わります。

●段ボールの中
の波板に再生
されます。

▲懇談会の様子（横町区）

※ここで紹介したものは、現在の状況で、再利用商品は再資源化事業者により変わります。
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狂
犬
病
は
、
世
界
の
広
い
地
域
で

発
生
し
て
い
る
、
人
と
動
物
に
共
通

し
た
病
気
で
す
。世
界
保
健
機
構（
Ｗ

Ｈ
Ｏ
）
の
推
計
に
よ
る
と
、
毎
年
、

ア
ジ
ア
を
中
心
に
全
世
界
で
５
万
５

千
人
が
狂
犬
病
に
よ
り
死
亡
し
て
お

り
、
発
症
す
る
と
致
死
率
が
極
め
て

高
い
感
染
症
で
す
。

　
日
本
に
お
い
て
も
、
平
成
18
年
に

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
犬
に
咬
ま
れ
、
帰
国

後
発
症
し
、
死
亡
し
た
事
例
が
２
例

発
生
し
て
い
ま
す
。

　
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
生
後
91
日

以
上
の
犬
は
、
飼
い
犬
登
録
と
、
年

１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
飼
い
犬
の
登
録
は
、
住
民
環
境
課

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
（
登
録
手
数

料
３
，
０
０
０
円
が
必
要
で
す
）。

　
狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
あ
な
た
の

大
切
な
犬
が
狂
犬
病
に
か
か
る
こ
と

を
予
防
す
る
と
と
も
に
、
人
の
狂
犬

病
を
防
ぐ
た
め
に
も
重
要
で
す
。
毎

年
１
回
、
春
の
各
地
区
の
集
合
注
射

の
時
期
に
必
ず
受
け
さ
せ
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
今
年
度
ま
だ
受
け
さ
せ

て
い
な
い
方
は
、
早
め
に
必
ず
受
け

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

※

鑑
札
と
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
を

犬
に
着
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　犬
・
ね
こ
な
ど
の
ペ
ッ
ト
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
潤
い
と
安

ら
ぎ
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。
し
か
し
、そ
の
一
方
で
、間
違
っ

た
飼
い
方
に
よ
り
、
ペ
ッ
ト
の
存
在
が
ス
ト
レ
ス
や
ト
ラ
ブ
ル

の
元
と
な
っ
た
り
、
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
様
々
な
病
気
の
原
因
に

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　飼
い
主
の
皆
さ
ん
は
、
責
任
を
も
っ
て
正
し
い
飼
い
方
を
し

ま
し
ょ
う
。

犬
病
と
は

狂

犬
病
予
防
の
た
め
に

狂

◆
犬
が
放
れ
て
し
ま
っ
た
時
は

　
万
が
一
、
犬
が
飼
い
主
か
ら
放
れ

て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
思
わ
ぬ
事
故

に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
の
で
、
住

民
環
境
課
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ

い
。

※

連
絡
先
を
記
入
し
た
名
札
な
ど
を

着
け
て
お
く
と
、
飼
い
主
が
す
ぐ

に
わ
か
り
ま
す
。

◆
犬
が
死
亡
し
た
時
は

　
犬
が
死
亡
し
た
時
、
犬
の
所
有
者
、

所
在
地
な
ど
が
変
更
に
な
っ
た
時

は
、
住
民
環
境
課
に
届
出
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、葛
尾
組
合
で
は
、犬
・

ね
こ
な
ど
の
ペ
ッ
ト
の
火
葬
を
行
っ

て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
葛
尾
組
合

　
☎
・
有
線
８
２―

２
３
４
９

　繋
い
で
あ
る
鎖
や
首
輪
が
壊
れ
て
逃
げ
出
し
、
思
わ
ぬ
事
故

を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　日
頃
か
ら
鎖
や
首
輪
の
点
検
を
行
い
、
劣
化
が
認
め
ら
れ
た

と
き
は
、
早
め
に
新
し
い
も
の
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

 

　飼
い
主
に
は
従
順
な
犬
も
、
嫌
い
な
人
に
と
っ
て
は
怖
く
感

じ
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　飼
い
主
の
制
止
に
従
う
よ
う
、
普
段
か
ら
し
つ
け
を
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
散
歩
の
際
は
、
と
っ
さ
の
時
に
犬
を
制
止
で

き
る
よ
う
に
、
引
き
綱
は
短
く
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　犬
・
ね
こ
の
フ
ン
に
よ
る
苦
情
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　犬
の
散
歩
の
際
は
、
ス
コ
ッ
プ
、
袋
な
ど
を
持
参
し
、
他
人

の
土
地
や
公
共
の
場
所
を
汚
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
自
宅
で
フ
ン
を
す
る
よ
う
に
し
つ
け
ま
し
ょ
う
。

し
も
こ
ん
な
時
は

も
◎
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
環
境
課
環
境
保
全
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１

　（
内
線
１
２
５
）

　
有
線
８
８―

１
０
２
５



11月は年金月間です 11月は年金月間です

　
原
則
と
し
て
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま

で
の
す
べ
て
の
方
が
「
年
金
」
に
加

入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

会
社
員
や
公
務
員（
２
号
被
保
険
者
）

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
（
専
業

主
婦…

３
号
被
保
険
者
）
は
、
保
険

料
を
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、夫
が
退
職
し
た
場
合
や
、

妻
自
身
の
年
収
が
増
え
た
と
き
な
ど

は
、
届
出
（
３
号
被
保
険
者
か
ら
１

号
被
保
険
者
へ
の
変
更
届
）を
し
て
、

保
険
料
を
納
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
こ
の
届
出
が
２
年

以
上
遅
れ
た
こ
と
が
あ
る
方
は
、
２

年
以
上
前
の
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
た
め
、保
険
料
の「
未

納
期
間
」
が
発
生
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
度
、
専
業
主
婦
の
年

金
が
改
正
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
方
が

手
続
き
を
す
れ
ば
、「
未
納
期
間
」

を
「
受
給
資
格
期
間
」
に
算
入
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

※

妻
が
会
社
員
、
夫
が
専
業
主
夫
の

場
合
も
同
様
で
す
。

会社員だった夫が退職し、厚生年金加入者（第２号被保険者）でなくなった
以降も妻が第３号被保険者のまま切り替えが２年以上漏れていたケース

夫

妻
（訂正前）

妻
（訂正後）

会社員（第２号被保険者）

専業主婦（第３号被保険者）

専業主婦（第３号被保険者）

専業主婦（第３号被保険者）

第１号被保険者

第１号被保険者）

未納期間 ２年間

例例

　
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
は
、
一

定
の
「
受
給
資
格
期
間
」（
保
険
料

を
納
め
て
い
る
期
間
な
ど
）
が
必
要

で
す
。

 

・
老
齢
基
礎
年
金

　
25
年
以
上
の
「
保
険
料
を
納
め
て

い
る
期
間
な
ど
」
が
あ
る
こ
と

 

・
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金

　
加
入
期
間
の
３
分
の
２
以
上
が

「
保
険
料
を
納
め
て
い
る
期
間
な

ど
」
で
あ
る
こ
と
な
ど

　
手
続
き
を
す
れ
ば
、「
未
納
期
間
」

が
「
受
給
資
格
期
間
」
に
算
入
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
、
老
齢
年

金
だ
け
で
な
く
、万
一
の
時
の
障
害
・

遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
権
確
保
に
つ

な
が
り
ま
す
。

※

障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
の
「
受
給

資
格
期
間
」
に
つ
い
て
は
、
特
例

措
置
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
万
一
に
備
え
て
、
手

続
き
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま

す
。

年
金
か
ら
年
金
受
給
に
！

無
険
料
納
付
で
年
金
額
ア
ッ
プ
！

保　
手
続
き
を
す
れ
ば
、
本
来
は
遡
っ

て
払
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
期
間

の
保
険
料
を
最
大
10
年
分
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
保
険

料
を
納
め
れ
ば
、
年
金
額
が
増
え
ま

す
。

※

平
成
27
年
４
月
か
ら
保
険
料
の
納

付
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

手
続
き
を
し
た
方
に
、
平
成
27
年

４
月
に
向
け
て
保
険
料
納
付
の
ご

案
内
を
郵
送
す
る
予
定
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
　
長
野
南
年
金
事
務
所
　
☎
０
２
６
ー
２
２
７
ー
１
２
８
７

＜社会保険料（国民年金保険料）控除証明書（見本）＞

　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告において、その年の１月１日から12月31日までに納付した保険
料全額が社会保険料控除の対象となり、この控除を受けるには、納付したことを証明する書類の添付が義務付け
られています。
　このため、平成25年１月１日から９月30日までの間に保険料を納付された方には、「社会保険料（国民年金
保険料）控除証明書」（下図参照）が11月上旬に日本年金機構本部から送付されますので、年末調整や確定申
告の際には、必ずこの証明書（又は領収証書）を添付してください。また、平成25年10月１日から12月31日ま
での間に、今年初めて保険料を納付された方には、翌年の２月上旬に送付されます。

社 会保険料（国民年金保険料）控除証明書が発行されます

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」についてのご照会は、下記までお問い合わせください。

ご家族の保険料を
納 付 さ れ た 場 合
も、ご本人の社会
保険料控除に加え
ることができます
ので、ご家族宛に
送られた控除証明
書を添付のうえ申
告してください。

切り替え漏れ期間退職 届出

納付可能納付ができないため

手続きで、この「未納期間」が
「受給資格期間」に算入されます

記録訂正

手続きをすれば、無年金や年金の減額を防ぐことができます

☎ ０５７０－０７０－１１７（ナビダイヤル）

控 除 証 明 書 専 用 ダ イ ヤ ル

控 除証明書について知りたい

０５０から始まる電話または０７０－５＊＊＊・０７０－６＊＊＊で始まる電話（ＰＨＳ）で

おかけになる場合は　☎ ０３－６７００－１１３０
受付期間　平成25年11月１日（金）～平成26年３月14日（金）
受付時間　月曜日　午前８時30分～午後７時
　　　　　火～金曜日　午前８時30分～午後５時15分
　　　　　第２土曜日　午前９時30分～午後４時
　　　　　※月曜日が祝日の場合は、火曜日に午後７時まで相談をお受けします。
　　　　　※祝日、12月29日～１月３日は、ご利用いただけません。

◆ナビダイヤルは、一般の固定電話からおかけになる場合、全国どこからでも、市内通話料金でご利用い
ただけます。ただし、一般の固定電話以外（携帯電話など）からおかけになる場合は通常の通話料金が
かかります。
◆「０３－６７００－１１３０」の電話番号におかけになる場合は、通常の通話料金がかかります。
◆「０５７０」の最初の「０」を省略したり、市外局番をつけて間違い電話になっているケースが発生し
ていますので、おかけ間違いにはご注意ください。

国民年金保険料は社会保険料控除の対象となります
～年末調整・確定申告まで大切に保管してください～ 国

民
年
金
の
切
り
替
え
の
届
出
（
３
号
か
ら
１
号
へ
）
が

２
年
以
上
遅
れ
た
こ
と
が
あ
る
方
は
、
今
す
ぐ
手
続
き
を

料金後納
郵　便

親  展

社会保険料（国民年金保険料）控除証明書

様

国民年金保険料を社会保険料控除として申告（年末調整・確定申告）
する際は、この証明書や領収証書が必要です。

お問い合わせは『控除証明書専用ダイヤル』へ

ナビダイヤル

０５７０－０７０－１１７
（平成 25 年３月 15 日まで）

０５０または０７０から始まる電話でおかけになる場合は０３－６７００－１１３０

※一般の固定電話から、市内通話料金でご利用いただけます。

宛先不明の際は、下記に返信してください。

〒
返
送
先

社
会
保
険
料
控
除
申
告
の
際
は
、こ
こ
か
ら
切
り
取
っ
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

社 会 保 険 料（国 民 年 金 保 険 料）控 除 証 明 書

被 保 険 者 氏 名
住 所

様 切
り
取
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

平成 25 年中（１月１日から９月 30 日まで）に納付していただいた
国民年金保険料の額は、次のとおりであることを証明いたします。

証 明 日 平成２５年１０月１日

厚生労働省年金局事業管理課長歳入徴収官 印
平成２５年中の納付済保険料額

①納付済額 納付済保険料の証明額
円

（参 考）

②見 込 額

③合 計 額

10月１日から12月31日までに
納付が見込まれる保険料額

①納付済額＋②見込額
（②見込額がある場合に表示）

円

円

切
り
取
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●「①納付済」欄の証明額は、平成25年１月１日から９月30日
　までに納付された保険料額です。
●「②見込額」は、引き続き年末までに納付された場合の保険料額を
　表示しています。
●以下の場合は、②見込額・③合計額を表示しておりません。
　・他の年金制度（厚生年金保険等）に加入されている場合
　・平成26年３月までの保険料を前納されている場合
　・保険料の未納期間がある場合　　　　　　　　　など

納付状況の内訳

年
月 納 付 対 象 月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

●「済」は今年中に納付された月を、「見」は納付が見込まれる月を
　示しています
●11 月分保険料（口座振替の早割の方は 12 月分保険料）は、翌年
　１月４日が口座振替日のため、翌年分の控除対象です。

●「③合計額」欄に記載がある方は、「③合計額」欄の額を、記載が
　ない方は、「①納付済額」欄の額を申告してください。
●10 月１日から 12 月 31 日までに、「①納付済額」欄または「③合計
　額」欄 の 額 以 外 の 保 険 料 を 納 付 さ れ た 場 合 は、そ の 分 の 領 収
　証書を添付等して申告してください。

◎社会保険料控除（年末調整・確定申告）を申告される方へ

8
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11月は年金月間です 11月は年金月間です

　
原
則
と
し
て
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま

で
の
す
べ
て
の
方
が
「
年
金
」
に
加

入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

会
社
員
や
公
務
員（
２
号
被
保
険
者
）

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
（
専
業

主
婦…

３
号
被
保
険
者
）
は
、
保
険

料
を
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、夫
が
退
職
し
た
場
合
や
、

妻
自
身
の
年
収
が
増
え
た
と
き
な
ど

は
、
届
出
（
３
号
被
保
険
者
か
ら
１

号
被
保
険
者
へ
の
変
更
届
）を
し
て
、

保
険
料
を
納
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
こ
の
届
出
が
２
年

以
上
遅
れ
た
こ
と
が
あ
る
方
は
、
２

年
以
上
前
の
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
た
め
、保
険
料
の「
未

納
期
間
」
が
発
生
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
度
、
専
業
主
婦
の
年

金
が
改
正
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
方
が

手
続
き
を
す
れ
ば
、「
未
納
期
間
」

を
「
受
給
資
格
期
間
」
に
算
入
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

※

妻
が
会
社
員
、
夫
が
専
業
主
夫
の

場
合
も
同
様
で
す
。

会社員だった夫が退職し、厚生年金加入者（第２号被保険者）でなくなった
以降も妻が第３号被保険者のまま切り替えが２年以上漏れていたケース

夫

妻
（訂正前）

妻
（訂正後）

会社員（第２号被保険者）

専業主婦（第３号被保険者）

専業主婦（第３号被保険者）

専業主婦（第３号被保険者）

第１号被保険者

第１号被保険者）

未納期間 ２年間

例

　
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
は
、
一

定
の
「
受
給
資
格
期
間
」（
保
険
料

を
納
め
て
い
る
期
間
な
ど
）
が
必
要

で
す
。

 

・
老
齢
基
礎
年
金

　
25
年
以
上
の
「
保
険
料
を
納
め
て

い
る
期
間
な
ど
」
が
あ
る
こ
と

 

・
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金

　
加
入
期
間
の
３
分
の
２
以
上
が

「
保
険
料
を
納
め
て
い
る
期
間
な

ど
」
で
あ
る
こ
と
な
ど

　
手
続
き
を
す
れ
ば
、「
未
納
期
間
」

が
「
受
給
資
格
期
間
」
に
算
入
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
、
老
齢
年

金
だ
け
で
な
く
、万
一
の
時
の
障
害
・

遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
権
確
保
に
つ

な
が
り
ま
す
。

※

障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
の
「
受
給

資
格
期
間
」
に
つ
い
て
は
、
特
例

措
置
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
万
一
に
備
え
て
、
手

続
き
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま

す
。

年
金
か
ら
年
金
受
給
に
！

無
険
料
納
付
で
年
金
額
ア
ッ
プ
！

保　
手
続
き
を
す
れ
ば
、
本
来
は
遡
っ

て
払
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
期
間

の
保
険
料
を
最
大
10
年
分
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
保
険

料
を
納
め
れ
ば
、
年
金
額
が
増
え
ま

す
。

※

平
成
27
年
４
月
か
ら
保
険
料
の
納

付
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

手
続
き
を
し
た
方
に
、
平
成
27
年

４
月
に
向
け
て
保
険
料
納
付
の
ご

案
内
を
郵
送
す
る
予
定
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
　
長
野
南
年
金
事
務
所
　
☎
０
２
６
ー
２
２
７
ー
１
２
８
７

＜社会保険料（国民年金保険料）控除証明書（見本）＞

　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告において、その年の１月１日から12月31日までに納付した保険
料全額が社会保険料控除の対象となり、この控除を受けるには、納付したことを証明する書類の添付が義務付け
られています。
　このため、平成25年１月１日から９月30日までの間に保険料を納付された方には、「社会保険料（国民年金
保険料）控除証明書」（下図参照）が11月上旬に日本年金機構本部から送付されますので、年末調整や確定申
告の際には、必ずこの証明書（又は領収証書）を添付してください。また、平成25年10月１日から12月31日ま
での間に、今年初めて保険料を納付された方には、翌年の２月上旬に送付されます。

社 会保険料（国民年金保険料）控除証明書が発行されます

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」についてのご照会は、下記までお問い合わせください。

ご家族の保険料を
納 付 さ れ た 場 合
も、ご本人の社会
保険料控除に加え
ることができます
ので、ご家族宛に
送られた控除証明
書を添付のうえ申
告してください。

切り替え漏れ期間退職 届出

納付可能納付ができないため

手続きで、この「未納期間」が
「受給資格期間」に算入されます

記録訂正

手続きをすれば、無年金や年金の減額を防ぐことができます

☎ ０５７０－０７０－１１７（ナビダイヤル）

控 除 証 明 書 専 用 ダ イ ヤ ル

控 除証明書について知りたい

０５０から始まる電話または０７０－５＊＊＊・０７０－６＊＊＊で始まる電話（ＰＨＳ）で

おかけになる場合は　☎ ０３－６７００－１１３０
受付期間　平成25年11月１日（金）～平成26年３月14日（金）
受付時間　月曜日　午前８時30分～午後７時
　　　　　火～金曜日　午前８時30分～午後５時15分
　　　　　第２土曜日　午前９時30分～午後４時
　　　　　※月曜日が祝日の場合は、火曜日に午後７時まで相談をお受けします。
　　　　　※祝日、12月29日～１月３日は、ご利用いただけません。

◆ナビダイヤルは、一般の固定電話からおかけになる場合、全国どこからでも、市内通話料金でご利用い
ただけます。ただし、一般の固定電話以外（携帯電話など）からおかけになる場合は通常の通話料金が
かかります。
◆「０３－６７００－１１３０」の電話番号におかけになる場合は、通常の通話料金がかかります。
◆「０５７０」の最初の「０」を省略したり、市外局番をつけて間違い電話になっているケースが発生し
ていますので、おかけ間違いにはご注意ください。

国民年金保険料は社会保険料控除の対象となります
～年末調整・確定申告まで大切に保管してください～ 国

民
年
金
の
切
り
替
え
の
届
出
（
３
号
か
ら
１
号
へ
）
が

２
年
以
上
遅
れ
た
こ
と
が
あ
る
方
は
、
今
す
ぐ
手
続
き
を

料金後納
郵　便

親  展

社会保険料（国民年金保険料）控除証明書

様

国民年金保険料を社会保険料控除として申告（年末調整・確定申告）
する際は、この証明書や領収証書が必要です。

お問い合わせは『控除証明書専用ダイヤル』へ

ナビダイヤル

０５７０－０７０－１１７
（平成 25 年３月 15 日まで）

０５０または０７０から始まる電話でおかけになる場合は０３－６７００－１１３０

※一般の固定電話から、市内通話料金でご利用いただけます。

宛先不明の際は、下記に返信してください。

〒
返
送
先

社
会
保
険
料
控
除
申
告
の
際
は
、こ
こ
か
ら
切
り
取
っ
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

社 会 保 険 料（国 民 年 金 保 険 料）控 除 証 明 書

被 保 険 者 氏 名
住 所

様 切
り
取
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

平成 25 年中（１月１日から９月 30 日まで）に納付していただいた
国民年金保険料の額は、次のとおりであることを証明いたします。

証 明 日 平成２５年１０月１日

厚生労働省年金局事業管理課長歳入徴収官 印
平成２５年中の納付済保険料額

①納付済額 納付済保険料の証明額
円

（参 考）

②見 込 額

③合 計 額

10月１日から12月31日までに
納付が見込まれる保険料額

①納付済額＋②見込額
（②見込額がある場合に表示）

円

円

切
り
取
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●「①納付済」欄の証明額は、平成25年１月１日から９月30日
　までに納付された保険料額です。
●「②見込額」は、引き続き年末までに納付された場合の保険料額を
　表示しています。
●以下の場合は、②見込額・③合計額を表示しておりません。
　・他の年金制度（厚生年金保険等）に加入されている場合
　・平成26年３月までの保険料を前納されている場合
　・保険料の未納期間がある場合　　　　　　　　　など

納付状況の内訳

年
月 納 付 対 象 月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

●「済」は今年中に納付された月を、「見」は納付が見込まれる月を
　示しています
●11 月分保険料（口座振替の早割の方は 12 月分保険料）は、翌年
　１月４日が口座振替日のため、翌年分の控除対象です。

●「③合計額」欄に記載がある方は、「③合計額」欄の額を、記載が
　ない方は、「①納付済額」欄の額を申告してください。
●10 月１日から 12 月 31 日までに、「①納付済額」欄または「③合計
　額」欄 の 額 以 外 の 保 険 料 を 納 付 さ れ た 場 合 は、そ の 分 の 領 収
　証書を添付等して申告してください。

◎社会保険料控除（年末調整・確定申告）を申告される方へ
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　介
護
保
険
や
老
人
保
健
福
祉
・
地

域
福
祉
に
関
す
る
ご
相
談
、
お
問
い

合
わ
せ
は
、
次
の
窓
口
ま
で
お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
・
有
線
８
２―

０
３
３
３

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
役
場
内
）

　
☎
８
２―

３
１
１
１

　
（
内
線
１
３
７
）
　

　
有
線
８
８―

１
０
７
７

役
場
福
祉
健
康
課
保
険
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１

　
（
内
線
１
３
４
）

　
有
線
８
８―

１
０
３
０

坂
城
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
・
有
線
８
２―
２
５
５
１

　
町
で
は
、
６
名
の
介
護
相
談
員
を

委
嘱
し
、
町
内
の
介
護
老
人
福
祉
施

設
を
定
期
的
に
訪
問
し
、
利
用
者
や

家
族
の
声
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。

介
護
相
談
員
と
は

　
介
護
相
談
員
は
、
施
設
利
用
者
や

そ
の
家
族
な
ど
か
ら
介
護
サ
ー
ビ
ス

に
関
す
る
不
安
や
不
満
な
ど
を
聞

き
、
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
施
設
の
状
況

を
見
な
が
ら
、
施
設
の

職
員
と
意
見
交
換
や
提

案
を
行
い
、
入
所
者
や

そ
の
ご
家
族
が
、
安
心
し
て
よ
り
良

い
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
、

橋
渡
し
を
し
て
い
ま
す
。

坂
城
町
介
護
相
談
員
〈
敬
称
略
〉

・
北
沢
は
な
江
（
新
地
）

・
小
林
　
榮
子
（
上
五
明
）

・
竹
内
　
芳
子
（
金
井
）

・
堀
内
由
美
子
（
中
之
条
）

・
中
嶋
美
枝
子
（
戌
久
保
）

・
内
山
　
幸
子
（
入
横
尾
）

　
老
人
保
健
福
祉
、
介
護
保
険
に
係

る
制
度
や
手
続
き
の
概
要
に
つ
い
て

は
、
昨
年
５
月
に
お
配
り
し
た
「
平

成
24
〜
26
年
度
版
　
お
年
寄
り
の
た

め
の 

老
人
保
健
福
祉
・
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
ガ
イ
ド
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
健
康
課
保
険
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１

　
（
内
線
１
３
４
）

　
有
線
８
８―

１
０
３
０

　
保
護
者
が
、
そ
の
監
護
す
る
児
童

（
18
歳
未
満
の
者
）
に
対
し
て
す
る

次
の
行
為
を
い
い
ま
す
。

　
身
体
の
痛
み
、
苦
痛
、
外
傷
が
生

じ
る
お
そ
れ
の
あ
る
暴
行
を
加
え

る
こ
と

　
　
　
　
　

　　児
童
を
性
的
対
象
に
し
た
り
、
わ

い
せ
つ
な
行
為
を
し
た
り
、
さ
せ

た
り
す
る
こ
と

　児
童
に
対
す
る
著
し
い
暴
言
や
、

心
理
的
外
傷
を
行
う
こ
と

　児
童
に
対
し
著
し
い
食
事
の
制
限
、

長
時
間
の
放
置
な
ど
保
護
者
と
し

て
の
監
護
を
怠
る
こ
と

　
子
ど
も
の
心
と
体
に
深
い
傷
あ
と
を
残
す
虐
待
は
、
時
に
は
命

を
奪
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
児
童
虐
待
の
早
期
発
見
・
再
発
防
止

に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
見
守
り
や
ご
協
力
が
重
要
で
す
。
あ
な

た
の
ま
わ
り
に
「
気
に
か
か
る
子
ど
も
」
が
い
た
ら
、
迷
わ
ず
連

絡
ま
た
は
通
報
し
、
児
童
虐
待
の
な
い
社
会
に
し
ま
し
ょ
う
。

童
虐
待
と
は

児

絡
・
通
報
先

連子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
・
有
線
８
２―

２
２
９
１

福
祉
健
康
課
福
祉
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１

　
（
内
線
）
１
３
２

　
有
線
８
８―

１
０
２
６

保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
２―

３
１
１
１

　
（
内
線
）
５
１
２

　
有
線
８
８―

１
０
４
７

千
曲
警
察
署

　
☎
０
２
６―

２
７
２―

０
１
１
０

※

連
絡
し
た
人
が
特
定
さ
れ
な
い
よ

う
に
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

身
体
的
虐
待

性

的

虐

待

心
理
的
虐
待

ネ
グ
レ
ク
ト

児
童
虐
待
の
な
い
社
会
に

護
サ
ー
ビ
ス
等
相
談
窓
口

介
　高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
ご
家
族
と
快
適
な
生
活
を
送
り
、
介
護
者

の
皆
さ
ん
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
介
護
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
け

ま
す
よ
う
、
町
で
は
介
護
保
険
制
度
を
は
じ
め
、
利
用
さ
れ
る
方

の
状
況
に
応
じ
た
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
お
手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
。
ご
相
談
い
た
だ
き
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

要
支
援
・
要
介
護
や
援
護
者
、

介
護
保
険
・
老
人
保
健
福
祉
に

つ
い
て

地
域
福
祉
全
般
、
介
護
保
険
・

老
人
保
健
福
祉
に
つ
い
て

護
相
談
員
が
介
護
施
設
を

　
　
　訪
問
し
て
い
ま
す

介

ー
ビ
ス
ガ
イ
ド
を

　
　
　ご
利
用
く
だ
さ
い

サ

安
心
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
た
め
に

11
月
11
日
「
い
い
日
、
い
い
日
は
介
護
の
日
」
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　住民基本台帳（住所、氏名、生年月日、性別）の閲覧は、公用・公益上必要と認められる場合に限られており、閲覧状
況を公表するように定められています。平成 25 年４月１日～平成 25 年９月 30 日までの閲覧状況は、次のとおりです。

閲覧日

平成25年６月28日

７月11日

７月22日

７月25日

７月29日

７月31日

８月５日

８月22日

８月26日

対象者及び人数

◎問い合わせ先　住民環境課住民係　☎８２－３１１１（内線１２２）　有線８８－１０２２

㈱日本リサーチ
センター 日本銀行

住 民 基 本 台 帳 の 閲 覧 状 況

閲覧者（受託者）

中之条分館

金井分館

鼠区

新地分館

入横尾区

苅屋原分館

網掛分館

泉分館

立町分館

８月30日

９月２日
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　９月 25 日（水）、ＪＡちくま ぶどう部会坂城上山田支部から、創立 50 周
年記念事業として、町内３小学校の児童全員にぶどうを１房ずつプレゼン
トしていただきました。
　３校を代表して、坂城小学校で「贈呈の会」が行われ、西澤昌彦支部長

（北日名）から、巨峰やシャインマスカットが児童代表にプレゼントされ、
児童たちはお礼に「ふるさと」を全校合唱しました。
　西澤さんによると、今年は雨が少なく、甘くておいしいぶどうができたそ

うです。児童たちは、箱いっぱいに詰まったぶどうを目の前にすると「すごい！こんなにいっぱいある！」「早く食べた
い！」などと、とても喜んでいました。

　９月 29 日（日）と 10 月 19 日（土）に、坂城駅前多目的広場で、坂城町商
工会商業部会による坂城駅前「ふーど市」が開催されました。これは、町の
商店が日頃のご愛顧にお応えし、地域の発展のために行うもので、同部会
では、マーケティング調査、経営改善支援、買い物不便を感じている方への
サービス提供も視野に入れ、この事業を展開しています。
　当日は、震災復興支援の一環とした岩手県大船渡経由の新さんまのほ
か、ブランド肉や新鮮な野菜などが特売され、懸賞付きプレミアム商品券
の同時発売やお惣菜、お菓子、ドリンク、やきとり、おでん、山菜おこわなどの販売、169 系電車の開放など、会場はた
くさんのお客様で大盛況となりました。
　次回は 11 月 16 日（土）に開催する予定です。皆さんのお越しをお待ちしています！

カ メ ラ リ ポ ー ト

　９月 26 日（木）、町と北陸コカ・コーラボトリング㈱との間で、「災害時におけ
る飲料水の供給に関する協定」が締結されました。 この協定により、災害時には、
役場庁舎に設置された自動販売機と備蓄水ボックス内の飲料水の無償提供や、物
流拠点の在庫製品を優先的に提供していただけるようになりました。なお、この
自販機は「メッセージボード」による様々な情報の表示や、日中の使用電力を約
95％カットできる防災対応の省エネ型となっています。坂城スマートタウン構想
では、エネルギー関連の取り組みに限らず、今回の災害時の対応強化など、様々な
面での『スマートタウン（賢い町）』を目指していきます。

▲写真左から、㈱サイネックス 村田吉優社長、
山村町長

　「女と男ふれあいさかき 2013」が下記のとおり開催されます。今年は、『働く
女性』をテーマとして、基調講演やパネルディスカッションを行います。（詳し
くは、広報と一緒に配布したチラシをご覧ください。）

日時　11 月 30 日（土）午後１時 30 分～　　場所　坂城テクノセンター
第１部　基調講演
　　　　　演　題　『女性の働きやすい環境づくりに向けた取組』
　　　　　講　師　独立行政法人  国立女性教育会館理事長　内海房子氏
第２部　パネルディスカッション
　　　　　パネラー　独立行政法人  国立女性教育会館理事長　内海房子 氏
　　　　　　　　　　力石化工㈱  代表取締役社長　佐藤洋子 氏
　　　　　　　　　　㈱西澤電機計器製作所  代表取締役社長　西澤孝枝 氏
　　　　　　　　　　味ロッジ㈱  代表取締役社長　西澤てる 氏
　　　　　コーディネーター　坂城町長　山村　弘

安齋正博先生 藤岡潤一さん

坂城小学校

☆当選された方☆　大井碧子さん　原由香さん　宮原美穂さん　栗林亜沙美さん　星野香織さん

３Ｄプリンタ活用セミナー開催

「くらしの便利帳」官民協働事業で発行します

ＪＡちくま ぶどう部会坂城上山田支部から
町内児童にぶどうプレゼント！

大盛況！ 坂城駅前ふーど市 開催

第１期 ベビーカーの当選者決定
おめでとうございます！

第２期の募集

◀
写
真
左
か
ら
、
北
陸
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト

リ
ン
グ
㈱
取
締
役 

長
野
地
区
本
部
長

　畑  

正
信
さ
ん
、
山
村
町
長

坂城スマートタウン構想
災害時における飲料水の供給に関する協定

▲内海房子氏

　10 月１日（火）、坂城テクノセンターで、「３Ｄプリンタ活用セミ
ナー」が開催されました。講師にお招きしたのは、25 年前からこ
の分野で先駆的な取り組みをされていらっしゃる、芝浦工業大
学教授で工学博士の安齋正博先生と、坂城町ですでに３ D プリ
ンタを利用したビジネスを展開されておられるトレソル代表の藤
岡潤一さん（中之条）です。
　安齋先生は、『３Ｄプリンタの活用によるものづくりの展開  ～
積層造形でできること、できないこと～』と題し、今話題となっ
ている３Ｄプリンタが、日本のものづくりにおいてどのように活用
できるのか、その展開について、医療など様々な分野で活用され
ている事例を挙げて詳しくお話しくださいました。また、藤岡さ
んには、３Ｄプリンタを使った造形・試作業務や３Ｄデータを作
成する事業など、その活用事例をお話しいただきました。
　世界で注目されている３Ｄプリンタのセミナーということもあ
り、会場には、町内企業など大勢の参加者が足を運んでおられ
ました。

　町では、住民サービスの向上を図るため、日常生活に役立つ情報を
まとめた「くらしの便利帳」を、㈱サイネックスと協定を結び官民協働
事業で発行します。
　この新たな「便利帳」は、従来の行政情報中心の便利帳に、医療機
関などの地域情報を加えた実用性の高いものとなります。また、カラー
ページによる見やすい内容と広告掲載により作成します。発行は平成
26 年３月を予定し、各家庭の保存版として町内全域に配布します。
　なお、発行にあたり、広告主を募集しますので、ご理解とご協力をお
願いします。
◎問い合わせ先　企画政策課まちづくり推進室
　　　　　　　　☎８２－３１１１（内線２２３）　有線８８－１０１０
　　　　　　　　㈱サイネックス長野支店　☎０２６－２６７－７１３３

　コンビ㈱の松浦康雄名誉会長から町に寄贈されたベビーカーを、
初めての子育てに役立てていただくよう、２期に分けて希望者へ抽
選で贈呈するため、第１期分を募集したところ、多数のご応募をい
ただきました。抽選により、以下の５名の皆さんが当選され、10 月
17 日（木）に保健センターで贈呈式が行われました。

町内に住所を有し、平成 25 年 10 月から 26 年３月までの間に第１子の妊娠届出をされた方が対象です。
該当される方には、応募方法について保健センターでご案内します。
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町内に住所を有し、平成 25 年 10 月から 26 年３月までの間に第１子の妊娠届出をされた方が対象です。
該当される方には、応募方法について保健センターでご案内します。
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11 月は
　固定資産税（第４期）
　国民健康保険税（第５期）
　介護保険料（第５期） の納入月
11月の納期限は12月２日（月）です
　納期限までに最寄りの金融機関及
びコンビニなどで納めてください（介
護保険料は、コンビニでは納付でき
ません）。11月分の口座振替は、12月
２日（月）に指定口座から振替をしま
すので、振替日前日までに残高をご確
認ください。納付方法や口座の変更
を希望される場合は、11月20日（水）
までに下記へご連絡ください。
◎問い合わせ先
　総務課収納推進係
　☎８２－３１１１（内線１４２）
　有線８８－１０３２

高齢者肺炎球菌予防接種
費用を一部助成します

　75歳以上の方を対象に、肺炎球菌
予防接種の費用の一部を助成してい
ます。この予防接種により、肺炎球菌
による肺炎の発症や重症化を防ぐこ
とができます。
対象者
　坂城町に住所がある75歳以上の方
　で、過去５年以内に肺炎球菌予防
　接種をしていない方
助成額　2,000円
※医療機関で定めた額（概ね8,000円
位）から、2,000円を引いた額を負
担していただきます。

接種方法
　事前に保健センターで申請をしてか

ら、坂城町・千曲市内の実施医療
機関で接種してください。

申請時の持ち物　印鑑、保険証
◎申請・問い合わせ先
　保健センター
　☎８２－３１１１（内線５１１）
　有線８８－１０４７

ブラインドサッカー
2013東北・北信越リーグ戦

　ブラインドサッカー「東北・北信
越リーグ戦」の最終節を行いますの
で、ぜひご覧ください。なお、競技
終了後には閉会式を行います。
日時　11月17日（日）午後１時～４時
場所　びんぐしの里公園 すぱーく坂城
参加チーム　
　ゴルジャ仙台
　新潟フェニックスファイヤーズ
　Ｆ．Ｃ．長野ＲＡＩＮＢＯＷ
主催　日本ブラインドサッカー協会、

長野県ブラインドサッカー協会
Ｆ．Ｃ．長野ＲＡＩＮＢＯＷ

◎問い合わせ先
　Ｆ．Ｃ．長野ＲＡＩＮＢＯＷ 中沢さん
　☎８２－２６９３

おとわの会 講演会

　ボランティアグループ「おとわの会」
では、視覚に障がいがある方たちに

「広報さかき」「社協だより」などを
音訳し、ＣＤ・テープに録音して配布
しており、この活動を多くの方に知っ
ていただくため、講演会を開催します。
　ラジオパーソナリティとして、盲導
犬と共に活動している広沢里枝子さ
んと、長野県で唯一のブラインドサッ
カーチーム「Ｆ．Ｃ．長野ＲＡＩＮＢ
ＯＷ」で活躍している中沢医さんの
対談を聞きにきませんか。
演題　「いきいきと今を生きる」
　　　～広沢里枝子さんと中沢医さ

んの対談～
日時　12月４日（水）
　　　午後１時30分～３時
場所　老人福祉センター「夢の湯」
参加費　無料
◎問い合わせ先
　おとわの会　栗林さん
　☎８２－６３８６

ねずみ大根
たくあん漬け体験

　ねずみ大根を使って美味しい沢庵
を漬けましょう。
日時　11月23日（土）午前10時～
場所　びんぐしの里公園 すぱーく坂城
費用　3,500 円（うどん券付）
　　　ねずみ大根、漬け材料費込み
持ち物　エプロン、三角巾
　　　　漬物樽（15リットル）
　　　　ゴム手袋（必要な方）
◎申込・問い合わせ先
　味ロッジ㈱
　☎・有線８２－０１４１

はつらつ健康講演会

　今年の６月、厚生労働省の研究結
果で65歳以上の高齢者のうち、認知
症の方は、推計15％にのぼると発表
されました。特に糖尿病や内臓肥満
がもとで起こるアルツハイマー型の認
知症は、全体の約70％という結果で、
糖尿病の予防は、認知症を予防する
うえでも大変重要です。
　坂城町でも糖尿病や予備軍が増え
続けています。この講演会で、血管
病の予防法を知り、自分の生活習慣
を振り返る機会にしましょう。
日時　11月16日（土）
　　　午後１時15分～３時30分
場所　文化センター大会議室
講師　相沢病院糖尿病センター
　　　センター長　山内恵史 先生
演題　「糖尿病の合併症と認知症予防」
主催　埴科地域包括医療協議会
共催　坂城町、長野県保健補導員会

等連絡協議会長野支部埴科
分会等

◎問い合わせ先
　保健センター
　☎８２－５２１１（内線５１２）
　有線８８－１０４７

坂城町青色申告会創立50周年
学童納税書道展

　坂城町青色申告会が昭和38年に
創立されて以来50年になります。その
記念事業として、町内小中学校の児
童・生徒の皆さんに「書」を通じて
「税と社会」に関心を持っていただき、
社会一般の納税意義の普及のため、
書道展を開催します。大勢の皆さん
のご来場をお待ちしています。　
期間　11月９日（土）～10日（日）
　　　午前10時～午後４時
表彰式　11月10日（日）午後３時
場所　文化センター大会議室
主催　坂城町青色申告会
後 援　上田税務 署、坂城町、坂城

町教育委員会
◎問い合わせ先
　坂城町商工会内青色申告会事務局
　☎・有線８２－３３５１

芸大生によるサックス＆ピアノ
第３回クリスマスコンサート

　にぎわい坂城では、東京芸術大学
の川島亜子さん（坂城町出身・サクソ
フォーン）と川崎龍さん（ピアノ）によ
るジャズ＆クラシックコンサートを開
催します。
期日　12月１日（日）
開演　午後６時（開場30分前）
　　　終了予定：午後７時30分
場所　中心市街地コミュニティセン

ター（鉄の展示館隣接）
入場料　無料（軽飲食あり）
◎問い合わせ先
　坂城町商工会
　☎・有線８２－３５５１

女性のための相談会

　町女性専門相談員が、女性の悩み
や困りごとについて相談会を開設し
ます。パートナーや職場での人間関係、
仕事と家庭の両立、子育てなどの相
談に応じます。相談は無料で秘密は
固く守られますので、お気軽にご相談
ください。
日時　11月15日（金）
　　　午後１時30分～３時30分
場所　隣保館
相談員　女性専門相談員
◎問い合わせ先
　企画政策課　人権・男女共生係
　☎８２－３１１１（内線２２５）
　有線８８－１０１１

陸上自衛隊
高等工科学校生徒募集

　将来、陸上自衛隊のハイテク装備
の整備・運用をする専門技術者や国
際社会で対応できる自衛官を育成す
る高等工科学校の生徒を募集します。
資格　男子で中卒（見込含む）、17歳

未満の者
【 推　薦 】

受付　12月６日（金）まで
試験日　平成26年１月11日（土）～
　　　　13日（月）の間の１日

【 一　般 】
受付　平成26年１月10日（金）まで
試験日　平成26年１月18日（土）
◎問い合わせ先
　自衛隊長野地方協力本部
　長野地域事務所
　 ☎０２６－２３５－６０２６

納税証明書のオンライン請求が
便利になりました

　税務署窓口で納税証明書を受け取
る場合、自宅などからのオンライン請
求に、電子証明書やＩＣカードリーダ
ライタが不要となりました。また、手
数料が安価です。
　納税証明書交付請求書の作成にあ
たっては、ｅ－ＴＡＸホームページのｅ
－ＴＡＸ作成ソフト（ＷＥＢ版）をご利
用ください。
　詳細は、ｅ－ＴＡＸホームページ
（http://www.e-tax.nta.go.jp）をご
覧ください。
◎問い合わせ先
　上田税務署管理運営部門
　☎２２－１２３４

第65回人権週間

　12月４日から10日までの一週間は
第65回人権週間です。この人権週間
の一環として、人権相談所を開設しま
す。相談は無料で秘密は固く守られま
すので、お気軽にご相談ください。
日時　12月４日（水）午前９時～正午
場所　役場第４会議室（３階）
相談員　人権擁護委員
◎問い合わせ先
　企画政策課　人権・男女共生係
　☎８２－３１１１（内線２２５）
　有線８８－１０１１

介護予防のための
ストレッチ・ヨガ教室

　柔軟性や筋力をアップさせ、若さを
保ちましょう。
期間　12月から平成26年３月までの
　　　隔週火曜日（計８回）
時間　午後１時30分～３時
場所　坂城町ふれあいセンター
持ち物　ヨガマット又は厚手のバスタ

オル、水分
受講料　2,000円
定員　40 人 ※定員に達し次第締切
申込期限　11月25日（月）
◎申込・問い合わせ先
　坂城町ふれあいセンター
　☎・有線８１－３５８８

就職面接会開催

　ハローワーク篠ノ井では、来春卒
業予定の学生、生徒及び３年以内既
卒者、一般求職者を対象とした就職
面接会を開催します。
　坂城町、千曲市、長野市南部の企
業の人事担当者と直接面接できるよ
い機会です。大勢のご参加をお待ちし
ています。
日時　11月15日（金）
　　　午後１時30分～３時30分
場所　千曲市更埴文化会館
　　　あんずホール（小ホール）
◎問い合わせ先
　ハローワーク篠ノ井
　☎０２６－２９３－８６０９

土地家屋調査士
無料相談会

　土地の境界に関するトラブル、土
地建物に関する登記などについて無
料で相談に応じます。
日時・会場
・11月17日（日）午前10時～午後３時
　長野市もんぜんぷら座
・11月17日（日）午後１時～３時
　篠ノ井市民会館
・11月27日（水）午後１時～４時
　上田市役所南庁舎
※当日は混雑が予想されますので、
ご予約のうえお越しくださることを
お勧めします。

◎予約・問い合わせ先
　長野県土地家屋調査士会事務局
　☎０２６－２３２－４５６６

イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

三井住友海上火災保険㈱新特級代理店
三井住友海上あいおい生命保険㈱代理店

お車のことならなんでも スバルショップ坂城千曲川 お客さまの生活をまもり安心をお届けする 特級代理店

日 時間
受付

お客様の身近な存在であり続けます。困ったときはいつでもヤナモへ！！

（８２）７０４３認証・登録番号0000620
エコアクション21

北陸信越運輸局指定工場
エコアクション 認証登録事業所

私達はお客様がより良い保険にご加入されますことを願っています
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11 月は
　固定資産税（第４期）
　国民健康保険税（第５期）
　介護保険料（第５期） の納入月
11月の納期限は12月２日（月）です
　納期限までに最寄りの金融機関及
びコンビニなどで納めてください（介
護保険料は、コンビニでは納付でき
ません）。11月分の口座振替は、12月
２日（月）に指定口座から振替をしま
すので、振替日前日までに残高をご確
認ください。納付方法や口座の変更
を希望される場合は、11月20日（水）
までに下記へご連絡ください。
◎問い合わせ先
　総務課収納推進係
　☎８２－３１１１（内線１４２）
　有線８８－１０３２

高齢者肺炎球菌予防接種
費用を一部助成します

　75歳以上の方を対象に、肺炎球菌
予防接種の費用の一部を助成してい
ます。この予防接種により、肺炎球菌
による肺炎の発症や重症化を防ぐこ
とができます。
対象者
　坂城町に住所がある75歳以上の方
　で、過去５年以内に肺炎球菌予防
　接種をしていない方
助成額　2,000円
※医療機関で定めた額（概ね8,000円
位）から、2,000円を引いた額を負
担していただきます。

接種方法
　事前に保健センターで申請をしてか

ら、坂城町・千曲市内の実施医療
機関で接種してください。

申請時の持ち物　印鑑、保険証
◎申請・問い合わせ先
　保健センター
　☎８２－３１１１（内線５１１）
　有線８８－１０４７

ブラインドサッカー
2013東北・北信越リーグ戦

　ブラインドサッカー「東北・北信
越リーグ戦」の最終節を行いますの
で、ぜひご覧ください。なお、競技
終了後には閉会式を行います。
日時　11月17日（日）午後１時～４時
場所　びんぐしの里公園 すぱーく坂城
参加チーム　
　ゴルジャ仙台
　新潟フェニックスファイヤーズ
　Ｆ．Ｃ．長野ＲＡＩＮＢＯＷ
主催　日本ブラインドサッカー協会、

長野県ブラインドサッカー協会
Ｆ．Ｃ．長野ＲＡＩＮＢＯＷ

◎問い合わせ先
　Ｆ．Ｃ．長野ＲＡＩＮＢＯＷ 中沢さん
　☎８２－２６９３

おとわの会 講演会

　ボランティアグループ「おとわの会」
では、視覚に障がいがある方たちに

「広報さかき」「社協だより」などを
音訳し、ＣＤ・テープに録音して配布
しており、この活動を多くの方に知っ
ていただくため、講演会を開催します。
　ラジオパーソナリティとして、盲導
犬と共に活動している広沢里枝子さ
んと、長野県で唯一のブラインドサッ
カーチーム「Ｆ．Ｃ．長野ＲＡＩＮＢ
ＯＷ」で活躍している中沢医さんの
対談を聞きにきませんか。
演題　「いきいきと今を生きる」
　　　～広沢里枝子さんと中沢医さ

んの対談～
日時　12月４日（水）
　　　午後１時30分～３時
場所　老人福祉センター「夢の湯」
参加費　無料
◎問い合わせ先
　おとわの会　栗林さん
　☎８２－６３８６

ねずみ大根
たくあん漬け体験

　ねずみ大根を使って美味しい沢庵
を漬けましょう。
日時　11月23日（土）午前10時～
場所　びんぐしの里公園 すぱーく坂城
費用　3,500 円（うどん券付）
　　　ねずみ大根、漬け材料費込み
持ち物　エプロン、三角巾
　　　　漬物樽（15リットル）
　　　　ゴム手袋（必要な方）
◎申込・問い合わせ先
　味ロッジ㈱
　☎・有線８２－０１４１

はつらつ健康講演会

　今年の６月、厚生労働省の研究結
果で65歳以上の高齢者のうち、認知
症の方は、推計15％にのぼると発表
されました。特に糖尿病や内臓肥満
がもとで起こるアルツハイマー型の認
知症は、全体の約70％という結果で、
糖尿病の予防は、認知症を予防する
うえでも大変重要です。
　坂城町でも糖尿病や予備軍が増え
続けています。この講演会で、血管
病の予防法を知り、自分の生活習慣
を振り返る機会にしましょう。
日時　11月16日（土）
　　　午後１時15分～３時30分
場所　文化センター大会議室
講師　相沢病院糖尿病センター
　　　センター長　山内恵史 先生
演題　「糖尿病の合併症と認知症予防」
主催　埴科地域包括医療協議会
共催　坂城町、長野県保健補導員会

等連絡協議会長野支部埴科
分会等

◎問い合わせ先
　保健センター
　☎８２－５２１１（内線５１２）
　有線８８－１０４７

坂城町青色申告会創立50周年
学童納税書道展

　坂城町青色申告会が昭和38年に
創立されて以来50年になります。その
記念事業として、町内小中学校の児
童・生徒の皆さんに「書」を通じて
「税と社会」に関心を持っていただき、
社会一般の納税意義の普及のため、
書道展を開催します。大勢の皆さん
のご来場をお待ちしています。　
期間　11月９日（土）～10日（日）
　　　午前10時～午後４時
表彰式　11月10日（日）午後３時
場所　文化センター大会議室
主催　坂城町青色申告会
後 援　上田税務 署、坂城町、坂城

町教育委員会
◎問い合わせ先
　坂城町商工会内青色申告会事務局
　☎・有線８２－３３５１

芸大生によるサックス＆ピアノ
第３回クリスマスコンサート

　にぎわい坂城では、東京芸術大学
の川島亜子さん（坂城町出身・サクソ
フォーン）と川崎龍さん（ピアノ）によ
るジャズ＆クラシックコンサートを開
催します。
期日　12月１日（日）
開演　午後６時（開場30分前）
　　　終了予定：午後７時30分
場所　中心市街地コミュニティセン

ター（鉄の展示館隣接）
入場料　無料（軽飲食あり）
◎問い合わせ先
　坂城町商工会
　☎・有線８２－３５５１

女性のための相談会

　町女性専門相談員が、女性の悩み
や困りごとについて相談会を開設し
ます。パートナーや職場での人間関係、
仕事と家庭の両立、子育てなどの相
談に応じます。相談は無料で秘密は
固く守られますので、お気軽にご相談
ください。
日時　11月15日（金）
　　　午後１時30分～３時30分
場所　隣保館
相談員　女性専門相談員
◎問い合わせ先
　企画政策課　人権・男女共生係
　☎８２－３１１１（内線２２５）
　有線８８－１０１１

陸上自衛隊
高等工科学校生徒募集

　将来、陸上自衛隊のハイテク装備
の整備・運用をする専門技術者や国
際社会で対応できる自衛官を育成す
る高等工科学校の生徒を募集します。
資格　男子で中卒（見込含む）、17歳

未満の者
【 推　薦 】

受付　12月６日（金）まで
試験日　平成26年１月11日（土）～
　　　　13日（月）の間の１日

【 一　般 】
受付　平成26年１月10日（金）まで
試験日　平成26年１月18日（土）
◎問い合わせ先
　自衛隊長野地方協力本部
　長野地域事務所
　 ☎０２６－２３５－６０２６

納税証明書のオンライン請求が
便利になりました

　税務署窓口で納税証明書を受け取
る場合、自宅などからのオンライン請
求に、電子証明書やＩＣカードリーダ
ライタが不要となりました。また、手
数料が安価です。
　納税証明書交付請求書の作成にあ
たっては、ｅ－ＴＡＸホームページのｅ
－ＴＡＸ作成ソフト（ＷＥＢ版）をご利
用ください。
　詳細は、ｅ－ＴＡＸホームページ
（http://www.e-tax.nta.go.jp）をご
覧ください。
◎問い合わせ先
　上田税務署管理運営部門
　☎２２－１２３４

第65回人権週間

　12月４日から10日までの一週間は
第65回人権週間です。この人権週間
の一環として、人権相談所を開設しま
す。相談は無料で秘密は固く守られま
すので、お気軽にご相談ください。
日時　12月４日（水）午前９時～正午
場所　役場第４会議室（３階）
相談員　人権擁護委員
◎問い合わせ先
　企画政策課　人権・男女共生係
　☎８２－３１１１（内線２２５）
　有線８８－１０１１

介護予防のための
ストレッチ・ヨガ教室

　柔軟性や筋力をアップさせ、若さを
保ちましょう。
期間　12月から平成26年３月までの
　　　隔週火曜日（計８回）
時間　午後１時30分～３時
場所　坂城町ふれあいセンター
持ち物　ヨガマット又は厚手のバスタ

オル、水分
受講料　2,000円
定員　40 人 ※定員に達し次第締切
申込期限　11月25日（月）
◎申込・問い合わせ先
　坂城町ふれあいセンター
　☎・有線８１－３５８８

就職面接会開催

　ハローワーク篠ノ井では、来春卒
業予定の学生、生徒及び３年以内既
卒者、一般求職者を対象とした就職
面接会を開催します。
　坂城町、千曲市、長野市南部の企
業の人事担当者と直接面接できるよ
い機会です。大勢のご参加をお待ちし
ています。
日時　11月15日（金）
　　　午後１時30分～３時30分
場所　千曲市更埴文化会館
　　　あんずホール（小ホール）
◎問い合わせ先
　ハローワーク篠ノ井
　☎０２６－２９３－８６０９

土地家屋調査士
無料相談会

　土地の境界に関するトラブル、土
地建物に関する登記などについて無
料で相談に応じます。
日時・会場
・11月17日（日）午前10時～午後３時
　長野市もんぜんぷら座
・11月17日（日）午後１時～３時
　篠ノ井市民会館
・11月27日（水）午後１時～４時
　上田市役所南庁舎
※当日は混雑が予想されますので、
ご予約のうえお越しくださることを
お勧めします。

◎予約・問い合わせ先
　長野県土地家屋調査士会事務局
　☎０２６－２３２－４５６６

イ ン フ ォ メ ー シ ョ ンイ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

三井住友海上火災保険㈱新特級代理店
三井住友海上あいおい生命保険㈱代理店

お車のことならなんでも スバルショップ坂城千曲川 お客さまの生活をまもり安心をお届けする 特級代理店

日 時間
受付

お客様の身近な存在であり続けます。困ったときはいつでもヤナモへ！！

（８２）７０４３認証・登録番号0000620
エコアクション21

北陸信越運輸局指定工場
エコアクション 認証登録事業所

私達はお客様がより良い保険にご加入されますことを願っています
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坂
城
高
校
で
は
、
10
月
12
日
（
土
）
に
、
平
成

25
年
度
の
体
験
入
学
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

公
立
高
等
学
校
を
中
学
生
に
開
放
し
、
授
業
や
実

習
の
参
観
・
体
験
及
び
教
育
課
程
の
説
明
な
ど
を

通
し
て
、
高
等
学
校
及
び
各
課
程
、
学
科
の
理
解

を
深
め
、
進
路
選
択
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

県
内
全
て
の
公
立
高
校
で
実
施
し
て
い
る
も
の
で

す
。

　
当
日
は
、
坂
城
中
学
校
を
は
じ
め
、
千
曲
市
、

長
野
市
、
上
田
市
な
ど
近
隣
市
町
村
の
18
中
学
校

か
ら
81
名
の
中
学
３
年
生
と
保
護
者
32
名
、
引
率

の
先
生
に
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
生
徒
会
執
行
部
の
生
徒
が
、
本
校
の
活

動
を
記
録
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
を
使
っ
て
楽
し
く
わ

か
り
や
す
い
学
校
説
明

を
行
い
ま
し
た
。
続
い
て
、

２
年
生
の
各
ク
ラ
ス
代

表
生
徒
も「
坂
高
ナ
ビ
」

と
し
て
一
緒
に
校
内
の

案
内
や
体
験
授
業
を
受

け
ま
し
た
。

　
体
験
授
業
の
講
座
は
、

「
坂
高
の
超
ベ
タ
な
国
語

の
授
業
」（
国
語
科
）、「
身

近
な
関
数
と
グ
ラ
フ
」

（
数
学
科
）、「
見
た
目
も

涼
し
げ
な
三
色
白
玉
フ

ル
ー
ツ
を
作
ろ
う
」（
家

庭
科
）
な
ど
、
高
校
で

の
授
業
の
一
端
を
楽
し

く
触
れ
ら
れ
る
内
容
と

し
ま
し
た
。
中
学
生
の

皆
さ
ん
は
、
初
め
は
緊

張
し
て
い
る
様
子
で
し

た
が
、
慣
れ
る
に
従
い
積
極
的
に
授
業
に
参
加
し
、

体
験
授
業
の
後
は
、
校
内
の
施
設
や
ク
ラ
ブ
活
動

を
見
学
し
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

　
半
日
と
い
う
短
い
時
間
で
し
た
が
、
授
業
や
生

徒
の
活
動
に
直
に
触
れ
ら
れ
た
こ
と
が
、
中
学
生

の
こ
れ
か
ら
の
進
路
選
択
の
参
考
と
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。
本
校
に
多
く
の
志
願
が
あ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
校
で
は
、
中
学
生
及
び
保
護
者
を
対

象
と
し
た
学
校
見
学
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
授
業
参

観
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
是
非
、
学
校
に

足
を
お
運
び
い
た
だ
き
、
ご
意
見
や
ご
感
想
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

空
き
巣
な
ど
の
泥
棒
に
注
意
！

　
９
月
17
日
の
午
前
中
に
、
坂
城
町
中
之
条
の
民

家
に
泥
棒
が
入
る
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。
偶
然

家
人
が
在
宅
し
て
お
り
、
鉢
合
わ
せ
た
た
め
、
何

も
盗
ら
ず
に
逃
げ
、
３
日
後
に
逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。

　
泥
棒
の
多
く
は
下
見
を
行
い
、
人
通
り
が
少
な

く
、
逃
げ
や
す
い
、
周
囲
に
留
守
の
家
が
多
い
地

域
か
ら
、
入
り
や
す
い
家
を
見
つ
け
ま
す
。
ま
た
、

泥
棒
が
犯
行
を
あ
き
ら
め
る
の
は
、
以
下
の
よ
う

な
場
合
で
す
。

・
近
所
の
人
に
ジ
ロ
ジ
ロ
見
ら
れ
る

・
犬
が
い
た
り
、
警
備
会
社
の
マ
ー
ク
が
貼
っ
て
あ
る

・
補
助
錠
な
ど
で
、
侵
入
に
10
分
以
上
か
か
る

　
地
域
の
人
が
庭
先
に
出
て
会
話
し
て
い
る
町
は
、

防
犯
に
強
い
町
に
な
り
ま
す
。
安
心
安
全
な
町
を

皆
さ
ん
で
作
り
ま
し
ょ
う
。

　
私
た
ち
に
と
っ
て
１
日
３

回
の
食
事
は
、
生
活
に
め
り

は
り
を
つ
け
、
体
の
リ
ズ
ム

を
整
え
て
い
ま
す
。
特
に
朝

食
を
食
べ
る
（
噛
む
）
こ
と

に
よ
っ
て
、
お
休
み
モ
ー
ド

か
ら
活
動
モ
ー
ド
に
切
り
替

わ
り
ま
す
。

　
朝
食
を
食
べ
る
と
、
体
温
が
上

が
り
、脳
の
温
度
も
上
が
る
の
で
、

や
る
気
が
出
て
き
ま
す
。

　
朝
食
を
食
べ
な
い
と
、
脳
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
空
っ
ぽ
状
態
で
、
集

中
で
き
な
か
っ
た
り
、
イ
ラ
イ
ラ

し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
朝
食
は
、
朝
一
番
の
食
事
な

の
で
、
腸
を
刺
激
し
、
排
便
を

促
し
ま
す
。
朝
、
排
便
が
あ
る

と
、
気
分
が
ス
ッ
キ
リ
し
、
体

調
が
よ
く
な
り
ま
す
。

交番だより交番だより
坂城町交番 ☎・有線 82‒2008

学校だより学校だより
「体験入学を終えて」

坂城高等学校　教務主任　岩井優二

食育・学校給食センター
☎・有線８２－２５５９

食育・学校給食センター
☎・有線８２－２５５９食育だより食育だより食育だより食育だより
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　子育て支援センターの行事でお手伝いをしてくださる
ボランティアさんを募集しています。
　お母さんと子どもさんが行事に参加している間、赤
ちゃんの相手をしたり、一緒に遊んでいただける方です。
また、おもちゃの修理や新しいおもちゃの製作など、当
センターを遊びやすく楽しめる場
のお手伝いもお願いできると嬉し
いです。
　子育てを応援しながら子どもた
ちから元気をもらいませんか？

今月の相談日

支援センターでの相談（細江家庭相談員） 午後４時30分まで
５日・12日・19日：午後２時30分～　26日：午前９時～

保育園栄養士による食育相談…随時
お申し込みにより日時を決めています。
離乳食、幼児食、食べ方など、気軽にご相談ください！

保育園での相談

酒井相談員

20日(水)午前９時～午後１時
６日(水)午前９時～午後１時

保育園
南条
坂城
村上

細江相談員
12日(火) 午前9時～午後２時
５日(火) 午前9時～午後２時
19日(火) 午前9時～午後２時

28日（木） 午前10時親子リトミック

赤ちゃん小組（毎週水曜日）

６日：収穫祭クッキング
13日：親子リズム
20日：お散歩
27日：小物作り
リーダー：依田　映さん

12日：金子通子講師
　　「子どものこころが見えますか」
リーダー：太田とよ子さん

８日：わくわくまつりの準備
22日：クリスマス製作
リーダー：飯島一乃さん

いっぱい遊ぼうグリとグラ（第２・４金曜日）

スコーレ母親教室

わくわくまつり（坂城保育園リズム室）
あそび・おやつコーナー・人形劇など
楽しく遊びましょう

21日（木） 受付開始
午前9時45分

センターへの持ち物
水分補給にお茶、おむつ、おしりふき、
お手ふき、ティッシュ、着替え、ゴミ袋

時　間内　　　容日程

19日（火） 午後１時ボランティア懇話会

９日（土） 午前中開館日

児童相談所の巡回相談日
センターは１日貸切になります14日（木） 終日

子育て懇話会
（わくわくまつりについて）５日（火）

講座「１才までの子育てとあそび」①
みかんグループ　持ち物：バスタオル26日（火） 午前10時

午前10時

図書交換日
（前日までに本を返却してください）１日（金） 午前9時30分

ボランティアさん募集中！
　今年度、最終の３回目【みかんグ
ループ】がスタートします。
　生後４か月から 10 か月頃の赤ちゃ
んとママさんの参加を募集します。
　毎回、赤ちゃんマッサージをして、
腹 ば い か ら 這 い 這 い へ の 成 長 や 赤
ちゃんの笑顔がかわいいですね。マ
マさんたちが親しくなってとても和
やかな雰囲気でうれしいです。

１歳までの子育てとあそび
新 規 募 集

11

11
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粗大ごみの回収

相談日　　11 月

粗大ごみの回収に合わせてビン・缶・ペット
ボトル・布類・有害ごみ・プラスチック容器
包装・紙容器包装・古紙類の収集を行う「サ
ンデーリサイクル」を実施していますのでご
利用ください。

17 日（日）
午前 8時 30 分～10 時

びんぐしの里公園　駐車場

相談 日時／場所

心配ごと
相　　談

障がい者（児）
相  　　談

行政相談

年金相談

11 日（月）
20日（水）

午前 9時～正午
役場第 4会議室（3階）

11日（月）
25日（月）

午前 10時～午後３時
坂城テクノセンター

20日（水）

15日（金）
午前 9時～正午
役場第５会議室（３階）

社　　協
結婚相談 2 日（土）

午前 9時～正午
文化センター相談室

午前 9時～午後 4時

午後 1時 30分～ 4時

役場第 3会議室（3階）

役場第５会議室（３階）
文化センター相談室

11日は弁護士、20日は司法書士による法律相談
をあわせて開設します。

※相談希望の場合は、11月12日（火）までに住民
環境課住民係【☎82－3111（内線122）有線88
－1022】へお申し込みください。

こ こ ろ の
健康相談

20 日（水）
午後 2時～ 5時
文化の館

※相談希望の場合は、前日までに保健センター
【☎82－3111（内線512）有線88－1047】へお
申し込みください。

※法律相談をご希望の場合は、原則前日までに
電話で社会福祉協議会【☎・有線82－2551】へ
お申し込みください。（ただし、当日受付も可）

（平成25年10月1日現在）

（平成 25 年 9 月中）

※　（　）は前月比
世帯数　 　６,００８世帯　　（－  2）
人　口　 １５,８１１人　　　（－28）
　男　　 　７,７９０人　　　（－14）
　女　　 　８,０２１人　　　（－14）

※累計は１月から、（　）は前年比

件　数　　5 件　　累計　46 件（±  0）
死　者　　0 人　　累計　   0 人（±  0）
負傷者　    5 人　　累計　57 人（－   3）

中島産婦人科小児科　　  【千曲市上山田】☎ (026)275－0111
飯島医院　　　  　　　　 【千 曲 市 中】 ☎ (026)272－0269
島谷医院　　　　　　　  【千曲市杭瀬下】 ☎ (026)273－1201
大塚歯科クリニック　　　 【千曲市上山田】 ☎ (026)276－5508
いろかわ医院　　　　　  【立　　　町】 ☎・有線  82－2143
菅谷東クリニック 　　　　【千曲市粟佐】 ☎ (026)272－0493
兒玉医院　　　　　　　  【千曲市寂蒔】 ☎ (026)272－4300
青木歯科医院　　　　　  【千曲市八幡】 ☎ (026)272－1335
森本眼科クリニック　　　 【千曲市内川】 ☎(026) 285－0020
千曲中央病院　　　　  　【千曲市杭瀬下】☎ (026)273－1212
宮島歯科医院　　　　　  【千曲市粟佐】☎ (026)273－3064
長野寿光会上山田病院　  【千曲市上山田】 ☎ (026)275－1581
鴇沢内科クリニック　　　 【千曲市屋代】☎ (026)272－3713
島田クリニック　　　　　 【千曲市小島】 ☎ (026)273－8788
近藤歯科医院　　　　　  【中   之   条】☎・有線   82－5121
さかき生協診療所　　　　【中   之   条】☎・有線   82－0101
岡田外科医院　　　　　  【千曲市稲荷山】 ☎ (026)272－2828
かつの耳鼻咽喉科　　　  【千曲市粟佐】 ☎ (026)274－3387
竹内歯科医院　　　　　  【千曲市屋代】 ☎ (026)273－4500
よしだ内科クリニック　　  【上　五　明】 ☎・有線   81－1330
千曲中央病院　　　　　  【千曲市杭瀬下】 ☎ (026)273－1212
松尾歯科医院　　　　　  【御　所　沢】 ☎　　　 82－6988
とよき内科　　　　　　　【千曲市上町】 ☎ (026)276－0413
中沢医院　　　　　　　  【千曲市小島】 ☎ (026)272－0131
鴇沢眼科　　　　　　　  【千曲市屋代】 ☎ (026)272－0031
大村歯科医院　　　　　  【千曲市戸倉】 ☎ (026)275－0066

    11月3日（日）

　       4日（月）

　　 10日（日）

　　 17日（日）

　　  23日（土）

　　  24日（日）

    12月1日（日）

　　　　※診療時間　医科：午前9時～午後5時　歯科：午前9時～正午
　　　　※都合により変更になる場合がありますので、当番医を利用される
　　　　　場合は電話、新聞などで確認をしてください。

当番医（医科・歯科）

11月の健診
☆乳幼児健診☆（実施場所は保健センター）

21日（木）午後1時

15日（金）午前9時

14日（木）午前9時

健　診 対　象　児 集合日時
4か月児健康診査

7か月児健康相談

10か月児健康相談

平成25年  7月生

平成25年  4月生

平成25年  1月生

13 日（水）
27日（水）

ハローワーク
出張相談

平成22年    5月生～
　　　        6月生

平成23年    6月25日生～
　　　        8月31日生

11日（月）午後1時

13日（水）午前9時

3歳児健康診査

2歳児健康相談
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■11月の休館日■　　黒字　がお休み

町立図書館  ☎・有線  ８２－３３７１
開館時間　  午前１０時～午後６時

□新着図書□

絵ごよみ　昭和のくらし
母たちが子どもだったころ
（著：亀井三恵子／河出書房新社）
　著者は、「サザエさん」の長谷川町子と並ぶ
女性漫画家草分けのひとり。84歳の現在でも
現役で新聞連載を続けています。この本は、
そんな彼女が幼稚園の頃から女学校までの
戦前戦後の暮らしぶりを、漫画と文章でつづ
った楽しい本。時代劇が好きで女の子なのに
刀をねだったこと、歴史だけは面白く勉強に
精を出したこと、紙芝居を２階の窓からこっ
そり見たことなどほほえましいエピソードが
いっぱいです。

☆おすすめの本☆

11月の番組表

3日（日）

5日（火）

7日（木）

10日（日）

12日（火）

13日（水）

17日（日）

19日（火）

21日（木）

24日（日）

27日（水）

楽しい民話

明日の農業

こちら119番

楽しい民話

信号は赤です

税務署だより

楽しい民話

明日の農業

川　　柳

楽しい民話

明　る　い
消 費 生 活

屁ひり女房
鼠　玉井かつ子さん

農機具の手入れ
JAちくま　島田センター長

正しい119番通報
消防署

たぬきのおばあさん
北日名　春日秀子さん

交通事故防止
坂城町交番

税を考える週間
上田税務署

きつねのチャランケ
込山　岡田由貴子さん

今年の反省（農事）
JA ちくま　池田営農指導員

JA文芸
　選者　中沢月人さん

かも汁
金井　青木典子さん

最近の消費生活相談から
長野消費生活センター

有 線
《 昼・夜の放送 》

水

６
13
20
27

土
２
９
16
23
30

金
１
８
15
22
29

木

７
14
21
28

日

３
10
17
24

月

４
11
18
25

火

５
12
19
26

□11月の催し物□
☆おはなし会☆
　16日（土）午前10時30分～
　おはなし会は、毎月第3土曜日の午前10時30分からです！
☆点字・点訳講座☆
　19日（火）午後２時～　講師：山口静枝さん

☆一般図書☆
・蓼科日記　抄
　（編纂：「蓼科日記」刊行会／小学館スクエア）

・いまを生きるための政治学
　（著：山口二郎／岩波現代全書）

・登山・ハイキングを安全に楽しむための　よくわかる山の天気
　（著：平井史生／誠文堂新光社）

・はじめての景色盆栽
　（著：小林健二／誠文堂新光社）
☆児童図書☆

・あいすることあいされること
　（作絵：宮西達也／ポプラ社）

・こわいけど知りたい！　地獄大図鑑　ようこそ、死後の世界へ
　（監修：鷹巣　純／PHP研究所）

　さかきふれあい大学では、村上義清が
登場するベストセラー『合戦屋シリー
ズ』を執筆された、北沢秋さんをお招き
し、主人公の石堂一徹を村上義清の家臣
とした理由や、先生の考える村上義清像
についてお話いただく予定です。多くの
方のご聴講をお待ちしています。

日時　11月24日（日）
　　　午後２時～３時30分
場所　文化センター  大会議室
受講料　無料
講師　北沢秋さん（作家）
演題　「奔る合戦屋」と村上義清

◎問い合わせ先
　教育文化課生涯学習係　
　☎・有線８２－２０６９

さかきふれあい大学教養講座

「奔る合戦屋」と村上義清
開　講

はし
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９
月
25
日
（
水
）、
仙
台
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
が
、
文
化

庁
の
「
平
成
25
年
度 
次
代
を
担
う

子
ど
も
の
文
化
芸
術
体
験
事
業
」

と
し
て
、
村
上
小
学
校
で
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
公
演
を
行
い
、
村
上
小
の

児
童
と
、
南
条
小
、
坂
城
小
の
６

年
生
が
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　
迫
力
あ
る
音
楽
が
体
育
館
に
鳴

り
響
く
と
、
子
ど
も
た
ち
は
一
斉

に
目
を
輝
か
せ
、
曲
の
リ
ズ
ム
に

合
わ
せ
て
体
を
揺
ら
し
た
り
し
な

が
ら
最
後
ま
で
楽
し
ん
で
聴
い
て

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
演
奏
を
聴
く
だ
け
で
な
く
、

指
揮
者
体
験
や
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
パ

イ
プ
演
奏
、
児
童
全
員
が
合
唱
す

る
な
ど
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の
共

演
も
叶
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、

一
流
の
音
色
の
美
し
さ
を
知
り
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
共
に
音
楽
を
奏

で
る
と
い
う
、
と
て
も
貴
重
な
体

験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
９
月
22
日（
日
）、坂
城
駅
前
多
目

的
広
場
で
、
１
６
９
系
電
車
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

  

今
回
の
清
掃
に
あ
た
っ
て
、
１
６

９
系
電
車
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

の
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
有
線

放
送
で
お
手
伝
い
し
て
く
だ
さ
る
方

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
町
内
の
み
な

ら
ず
、
県
外
か
ら
（
遠
く
は
兵
庫
県

か
ら
）
参
加
し
て
く
だ
さ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

  

こ
の
電
車
は
、
高
さ
が
３
ｍ
65
・

４
㎝
、
幅
が
約
３
ｍ
、
一
両
の
長
さ

が
約
20
ｍ
あ
り
ま
す
。
参
加
し
た
皆

さ
ん
が
、
そ
れ
を
隅
々
ま
で
丁
寧
に

磨
き
、
内
部
も
き
れ
い
に
清
掃
し
て

く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
、
車
両
は
元

通
り
ピ
カ
ピ
カ
に
な
り
ま
し
た
。
お

手
伝
い
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
！

オーケストラとミュージックパイプで共演

169系電車 ボランティア清掃

仙
台
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

村
上
小
学
校
で
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
公
演
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